
不活性ガス（窒素）消火設備点検

1、 点 検 場 所 管理混合教室棟３階全域

2、 点 検 期 間 点検は１年に２回。総合点検１年に１回、機器点検は半年に１回とする。
また、３年に１回は消防機関へ点検結果報告書を提出すること。

3、 点 検 資 格 者 消防設備点検資格者：１種・２種又は消防設備士：甲種3類

4、 点 検 内 容 消防用設備等の機器の適正な設置、損傷などの有無、そのほか主として
外観から判断できる事項および機器の機能について簡易な操作により判
別できる事項を消防用設備等の種類などに応じ、告示に定める基準に従
い確認し報告すること。
添付の消防用設備等（特殊消防用設備等）点検者一覧表・点検結果総括表
点検結果報告書に記載し提出する。
※点検要領注意事項
  １．添付の点検基準を基に適正に点検を実施すること

別表第6 不活性ガス消火設備の点検の基準
別表第26 配線の点検基準

  ２．消火薬剤量の測定は下記ア、又はイによること
ア）秤による重量測定（秤は校正されたものを使用すること）
イ）容器内圧力による測定（適合する圧力計を使用すること）

  ３．放射試験について放射に用いるガス量は放射を行う区画の 10%
    相当以上とすること。 又試験用のガス容器は、設置貯蔵容器と
    同一機構の容器弁を使用したものを用意すること。

5、 維 持 管 理 修繕箇所の発生、メンテナンスの必要事項、耐用年数による更新等
必要な場合は、見積書等で提出する。

6、 設 置 年 月 2024年3月（竣工）



7、 消 火 設 備 図 不活性ガス（窒素）消火設備 凡例・系統図
３階 不活性ガス（窒素）消火設備平面図

8、 参 考 数 量 窒素ガスボンべ 10 本
（消火剤量 83.0L×20.3㎥）

窒素容器弁 10 個
減圧弁 10 個
噴射ヘッド（露出型） 17 個
窒素ガス制御盤 1 面
窒素ガス警報盤（１階：事務室） 1 面
非常電源装置 1 台
選択弁（65A×2個、50A×4個、40A×1個） 7 個
リリーフ弁 1 個
安全栓  2 個
起動容器箱（容器弁、起動用ガス容器：1L 7 組

 容器弁開放器、圧力スイッチ
放出表示灯 7 個
スピーカー 7 個
手動起動装置 7 個
定温式スポット型感知器 15 個
光電式スポット型感知器 13 個























別記様式第６                                 （その１） 

不活性ガス（二酸化炭素、窒素、IG-55、IG-541）消火設備点検票 (区 画 名：       ) 

(設備方式：全域･局所･移動) 

名 称  
防 火 

管理者 
 

所 在  立会者  

点検種別 機 器 ・ 総 合 点検年月日 年   月   日～   年   月   日 

点 検 者 

氏名 

 

 

点 検 者 

所属会社 

社名          TEL 

住所 

点 検 項 目 
点  検  結  果 

措 置 内 容 
種別・容量等の内容 判 定 不 良 内 容 

機  器  点  検 

消

火

剤

貯

蔵

容

器

等 

貯
蔵
容
器 

消

火

剤

 
 
 
 
 

周 囲 の 状 況     

外 形     

表 示 ・ 標 識     

高

 

圧

 

式 

※ 消 火 剤 量 本    

容 器 弁 
外 形     
安 全 性     

安全装置 
外 形     
安 全 性     

容 器 弁 

開放装置 

外 形     
電 気 式     
ガス圧式     

低

 

圧

 
式 

消 火 剤 量 kg    
液 面 計 ・ 圧 力 計     
圧力警報装置・安全装置等     
自 動 冷 凍 機     
放 出 弁     

放 出 弁 

開放装置 

外 形     
電 気 式     
ガス圧式     

バ ル ブ 類     
連 結 管 ・ 集 合 管     

起

動

用

ガ

ス

容

器

等 

起 動 用 

ガ ス 容 器 

外 形     
表 示     

※ ガ    ス    量 本    

容 器 弁 
外 形     
安 全 性     

安 全 装 置 
外 形     
安 全 性     

容 器 弁 

開 放 装 置 

外 形     
電 気 式     
手 動 式     

備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A４とすること。 
   2 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

   3 判定欄は、正常の場合は○印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   4 選択肢のある欄は、該当事項に○印を付すこと。 

   5 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 

   6 ※印のあるものは、（その5）に容器ごとの点検結果を記入すること。 



別記様式第６                        不活性ガス消火設備（その２） 

選 

択 

弁 

本 体 

外 形     

表 示     

機 能     

開 放 装 置 

外 形     

電 気 式     

ガス圧式     

操 作 管 ・ 逆 止 弁 
外 形     

機 能     

標 識     

起

 

動

 

装

 

置 

手

動

式

起

動

装

置 

周 囲 の 状 況     

操 作 箱     

表 示     

電 源 表 示 灯     

音響警報起動用スイッチ     

放出用・非常停止用スイッチ     

表 示 灯     

保 護 カ バ ー     

起
動
装
置

自

動

式 

火 災 感 知 装 置  専用  兼用    

自動・手動切替装置     

自動・手動切替表示灯     

A N D回 路 制 御 機 能     

緊 急 停 止 装 置     

警
報
装
置 

外 形     

音 響 警 報     

音 声 警 報     

制
 

 
 

御

 
 

 

盤 

周 囲 の 状 況     

外 形     

表 示     

電 圧 計 Ｖ    

開 閉 器 ・ ス イ ッ チ 類     

ヒ ュ ー ズ 類 Ａ    

継 電 器     

表 示 灯     

結 線 接 続     

接 地     

遅 延 装 置 秒    

自 動 ・ 手 動 切 替 機 能     

放 出 制 御 機 能     

制御 盤用音響警 報装置     

予 備 品 等     

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

   ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

   ３ 判定欄は、正常の場合は○印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 



別記様式第６                        不活性ガス消火設備（その３） 

配

管

等 

管 ・ 管 継 手     

支 持 金 具 ・ つ り 金 具     

閉 止 弁 
外 形     

機 能     

配管の安全 
装 置 等 

安 全 装 置     

破 壊 板     

消 火 剤 等 排 出 措 置     

圧 力 上 昇 防 止 措 置     

放 出 表 示 灯     

噴射ヘッド 
外 形     

放 射 障 害     

防

護

区

画 

区 画 変 更 等     

開口部
の自動
閉鎖装
置   

外 形     

電気で作動するもの     

ガス圧で作動するもの     

部

分

の

保

安

措

置 

防
護
区
画
に
隣
接
す
る 

設 定 範 囲     

保

 

安

 

措

 

置 

消 火 剤 排 出 措 置     

放 出 表 示 灯     

警報装置 

外 形     

音 響 警 報     

音 声 警 報     

注 意 銘 板     

非
常
電
源
（
内
蔵
型
） 

外 形     

表 示     

端 子 電 圧 Ｖ    

切 替 装 置     

充 電 装 置     

結 線 接 続     

ホ

ー

ス

等

 
 

 
 

 
 

E 

周 囲 の 状 況     

格 納 箱     

ホ ー ス ｍ    

ホ ー ス リ ー ル     

ノ ズ ル     

ノ ズ ル 開 閉 弁     

表 示 灯 ・ 標 識 （ 移 動 式 ）     

耐 震 措 置     

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

   ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

   ３ 判定欄は、正常の場合は○印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 



別記様式第６                        不活性ガス消火設備（その４） 

総   合   点   検 

全

域

放

出

方

式

・

局

所

放

出

方

式 

全

域

放

出

方

式 

警 報 装 置     

遅 延 装 置 秒    

開口部の自動閉鎖装置等     

起動装置・選択弁     

配管・配管接続部     

放 出 表 示 灯     

局
所
放
出
方
式 

警 報 装 置     

起動装置・選択弁     

配管・配管接続部     

移
動
式 

ノ ズ ル 開 閉 弁     

ホ ー ス ・ ホ ー ス 接 続 部     

備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考 

 

測

定

機

器 

機 器 名 型 式 校正年月日 製造者名 機 器 名 型 式 校正年月日 製造者名 

        

        

        

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

   ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

   ３ 判定欄は、正常の場合は○印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 



別記様式第６                        不活性ガス消火設備（その５） 

番号 容器番号 

二酸化炭素の場合 その他の消火剤 点検年月日及び容器表面温度 

全質量 
 
 
(kg) 

空質量 
 
 
(kg) 

消火剤量 
 
 
(kg) 

消火剤量 
 
 
(ｍP

3
P) 

充てん 
圧力 
(20℃) 
(MPa) 

年 
月 
日 

年 
月 
日 

年 
月 
日 

年 
月 
日 

℃ ℃ ℃ ℃ 

点検時の消火剤量（kg）又は容器内圧力（MPa） 

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 


